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山形県におけるブドウを品種別にみると,デラウエアが

大部分であるが,最近巨峰を中心に大粒種の栽培面積が増

えている。一方,ブ ドウの消費動向も無核種と大粒種に人

気が集中し,最近では大粒種の無核化の要求 も高まってき

ている。

巨峰の無核化については, ジベレリンによって容易にで

きるが ,穂軸の硬化 ,脱粒,果粒の肥大不足など問題が多

く一般的な技術として定着するまでにはいたらなかった。

近年,PCPA(4-ク ロロフェノキシ酢酸―トマトトーン)に

よって巨峰 ,ピオーネなどの大粒種が容易に無核化できる

ことがわかり。またシベレリンを併用することにより商品

性のある無核巨峰が得られたので報告する。

2試 験 方 法

1 昭和 53年度

場内13年生巨峰を2本供試し,試験区を表 1の ように設

定し果房浸漬処理をした。処理時に 1区 10新 しょうにラベ

ルをつけ,房管理は6月 15日 に房の整形,7月 10日 に摘粒

と摘房を行った。

調査は摘粒前に着粒数 ,無核果率,収穫時 (PCPA処理

8月 30日 ,無処理 9月 8日 )に果実品質について行った。

新しょう長は 7月 10日及び8月 25日 に調査した。

表 1 試 験 区 (昭和53年度 )

2 昭和54年度

場内 14年生巨峰を 2本供試し,PCPA, ジベレリンの

濃度 と処理時期を表 2のように設定し果房浸漬処理をし,

6月 6日 に房の整形,7月 9～ 10日 に描粒と摘房を行った。

各区 10果易 を供試し,摘粒前に着粒数 ,無核果率 ,収穫

時 (9月 11日 )に果実品質について調査を行った。着色は

カラーチャー ト帳 水省果試作製)の数値示し,サ ビの程度

は 1ひ ),3(中 ),5じ ),穂軸の硬化程度は10安),3(中 ),

5頓)の指数で示した。 1房当りの脱粒程度は化学実験用

の振とう器 (1分間60回振とう)を用い,3分 間振とう後
の脱粒数で示した。

表 2 試 験 区 (昭和54年度 )
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区

前  処  理 後  処  理

供試薬剤
濃 度

(P)

処理
時期
(月日)
供試薬剤

濃度

(p)

理
期
Ｄ

処
時
鯛

1

2

3

4

PCPA+CA
PCPA+GA
PCPA+C.A

PCPA

15+10

15+10

15■ 25

15

6  9

6  9

6  9

6  9

PCPA+GA

CA

CA

CA

15+25

25

25

25

6 27

6 27

6 27

6 27

5

6

7

8

PCPA+GA

PCPA+GA

PCPA+GA
PCPA

15+10

15+10

15+25

15

6 13

6 13

6 13

613

PCPAttCA

CA

CA

CA

15+25

25

25

25

6 27

6 27

6 27

6 27

9 無 処 理

注.開花始め 6月 14日 ,満開 日6月 17日

3試 験 結 果

1 昭和 53年度

摘粒前の無核果率は,15脚区が 100%近 い値を示したが 10

膠区はやや劣った。着粒数は処理区が多くなっており,濃

度別では 15P,新 しょうの強弱では強い区が多くなった。

処理果の果粒肥大は劣 り1粒重は 7′程度で無処理の 70

～ 80%で あった。

熱期についてみると処理EXLは無処理区にくらべ 7～ 10日

ほど早まるものと思われる。

以上のことから,PCPA 15脚 とGA25脚の併用で商品性

の高い無核巨峰が得られるが,処理樹の樹勢がやや強めの

ほうが良 |ヽ と思われる。

2 111和 54年度

無核果率は各処理EXLと も96～ 100%の高い値を示 した。

着粒数は処理区が多く,と くに開花 5日 前の着粒数は多すぎ

区
新しょう

の強弱

前 処 理 理

試
剤
供
薬
濃度

鰐 )
鯉嘲印
供試
濃度
濃度

0 日)

強

弱

強

弱

強

弱

PCPA
PCPA
PCPA
PCP五

無処理

無処 理

610
6 10

610
6 10

GA
CA
CA
CA
無処理

無処理

6 28

6 28

6 28

6 28

注 .開花始め 6月 14日 ,満開日 6月 17日
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る傾向にあった。

1粒重はPCPAと GAの混用により高くなり,開花直前

区では有核果とはぼ同程度の肥大を示したが,開花 5日前

区は劣った。着色 ,屈折計示度は開花5日 前区が良好であっ

た。しかし 大房になると赤熟れになる傾向がみられた。

穂軸の硬化程度はOAを混用することにより,ま たOAの

濃度が高いほど硬化したが,脱粒には差がみられなかった。

さび果はほとんど差がなかったが,PCPA. OA混 用区に
シヨットベリーが見られた。

肉質は処理区がやや硬くしまり,食味も良好であった。

以上のこから,果粒の肥大は従来のPCPA単用にくらべ

CA混用区,と くに開花直前区で良く実用性があるものと
思われる。なお今回は大房になり,やや着色が劣ったため

着粒数を制限して検討する必要がある。

4 ま  と  め

ブドウ巨峰の無核化について試験を行い次のような結果

を得た。

1 開花前にPCPA15「 で果房浸漬処理をすることに
より,6～ llXl%の無核果率を形成した。

2 着粒数はPCPA処理で多くなり,と くに強い新しょ

うほど多くなる傾向がみられた。

3 果粒の肥大はPCPA単用処理においてやや劣るが,
シペレリンを混用することにより有核果とほぼ同程度の肥

大を示した。

4 熟期はPCP■処理により7～ 10日ほど早まった。
5 穂軸はジベレリンを混用することによりやや硬化す
るが,脱粒には影響なかった。

表 3 新しょうの生育および果実品質
(昭和53年度 )

区

新しょう長 摘粒 前 収 穫 果 房
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143
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151
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334
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990

980

903
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表 4 果実品質 (昭和 54年度)
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摘 粒 前 収 穫 果 房

着粒数

(個 )

無 核

率
＞
果
＜

房 重

(夕 )

着粒数

G日 )

1粒重

(′ )

屈折計

示 度

定
　
度

滴
　
酸

着 色
サどの

程 度

穂 軸

の硬化 唱号)
《日)
雛嗽〔①

肉 質

624

677
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328
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96 1
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382
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288
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11
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